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特長

概要構造図

組立歩道
　斜面や土手を有効利用し、車道と分離した安全な歩道や通学路を構築する製品です。

①　	道路側面に現場打ちコンクリート連続基礎を施工し、プレキャスト部材である柱基礎、柱、梁および床版を組立施工し、
　　 歩道を構築する製品です。
②　プレキャスト部材を用いることで施工が容易で工期短縮が図れます。
③	 歩道幅（地覆部含まない）は標準で 2.0mとなります。

寸法は、現地調査の上 設定します。
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施工例

組立歩道

1. 施工前 2. 基礎工 (1)

4. 柱設置3. 基礎工 (2)

5. 床版設置 6. 繰り返し施工

7. 施工後 (1) 8. 施工後 (2)




